







その他のタイトル De Vergilii ecloga secunda : II. Praefatio




中 山 恒 夫  
Formosum pastor Corydon ardebat Alexin，  
delicias domini，neC quid sperarethabebat，  
tantuminter densas，umbrosa cacumina，fagos  
adsidue veniebat．ibihaecincondita solus  
















った詩人は，表題に相当する語句を詩集の冒頭に掲げるのが，この時代のラテ   
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ン文学の一つの慣例であった。しかしウェルギリウスは，のちに詩集を編集す  
るときに，創作年代よりも，他の配列原理を重視したために，この詩は2番目  
の位置を占めることになり，その結果Formosum pastorほ第2歌だけの表  









かを，冒頭の2語でそれとなく示したのである。   





まだ分からないけれども，それは原文でも同じことである。   
Rohdeは，冒頭のこの2語によってすでに，「コリュドーンの恋は絶望的  
である」というこの詩の悲劇的な基調（Grundton）が打ち出されていると考  




第2行の先取りであり，冒頭の2語だけではそこまで読み取れない。   
たしかに，“Beauty and the Shepherd”を「美女と野獣」と同じような不  
釣り合いなものの組合せと取る読者は少なくない。たとえばRobertsonは，  






































がある。それは第糾歌のエピローグでカトゥッルスが嘆いていること，すなわ   























Du Quesnayは，この語はelegyや1yricで都会的貴族的情熱を表わす常套  
語であるから，田舎者の情熱の不似合いを目立たせるためにこれを使ったと考  
えている（11）。上述のように，田舎者には不似合いであるというようなリアリズ  
ム的解釈ほ疑問である。Roseの説明で十分であろう。   
Alexinまで読んだところで初めて，冒頭のFormosumが具体的に何を指  
しているか，「物」であるか「老」であるかが明らかになる。詩の主題の損示  
は第1行の全体によって行なわれているのである。   
テオクリトスに出てこない，したがって非牧歌的な，アレクシスという名が  







やScllmj加も賛成して（14J，定説になっている。コリュドーン のモデルは，ポ  




















点がプラトーンの措いている師に通じるところである。   





マコスは，前1世紀のローマ詩人たちに絶大な影響を与えていたから，ウェル   




時代の開幕を告げる画期的なできことであると言えよう。   






指すところでほない。コリュドーンの心だけが関心の的である。   
Du Quesnayは，ウェルギリウスが女性を少年に変えたのは，田舎者が上  
流社会の真似をして少年愛に耽る不釣り合いと愚かさを強調するためであると  








を自由に往来する。delicias dominiの一句は読者の目を，象徴世界から現実  






年を連れて，牧場の見回りに釆たときに，コリュドーン はこの美少年を見て，  
恋に燃え上がったのであろう。これは，ポリエペーモスがガラティアを見初め  
たとされる状況からも推定されることである。アレクシスのほうは，もちろん   
ウェルギリウスの『詩選』第2歌  











身分や文化の差ではない。   
















情熱」の意味のほかに，「修辞的不適切」の意味が含まれていると考える。   
Leach もincondita と studioinaniの両方に基づいて，コリュドーンの  
挫折ほはじめから見えていると考え，とくにinanisほ知的不成功を意味する   
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から，コリュドーンの失敗ほ恋の失敗であるのみならず，知的欠陥でもあると  




いから，本質的にPutnamやLeachの立場と変わらない（24）。   
Robersonは，一方で，ウェルギリウスが牧人たちに歌わせる詩が当時の詩  
的技巧の最高水準に達することを認めながら，他方では，コリュドーンの歌は  
ある意味で無秩序に混乱していると考えている（25）。   
Colemanほ，細部の洗練を認めながら，構成は支隊滅裂であるとみなして  
いる（26）。   
しかしながら，コリュドーンの歌が構成も文体も完壁な技巧で書かれている  
ことは，すでにCartaultによって指摘されているし（27），明晰単純な構成と  




点から，入念に作られた構成であることを認めている（32）。   
コリュドーンの歌がすく巾れた歌であるならば，incondita を「出来の悪い  
歌」の意味に取ることは誤りである。ウェルギリウスはすぐれた歌を歌わせな  
がら，なぜそれをincondita と呼んだのか。   











れなくても，もし詩人であることの価値を意識しているなら，彼の熱意はほん   
ウェルギリウスの『詩選』第2歌   





ーゼなど，直接関係のないことは別にして，ポリエペーモスとコリュドーン の  
























調和せず，後者は都市との緊張関係から見て，不安の象徴としての荒涼たる領   
中 山 恒 夫  
域であるとする（41）。また氏は，adsidue veniebat（v，4）に含まれる移動の観  
念は，牧歌的閑暇に違反し，欲求不満の印であると言う（42）。Pavlovskisは，人  
間が山や木に悲しみの慰めを求めて来るのは，ワーズワース的であるとし（43），  
Du Quesnayは，孤独を求めて来た，あるいは治療を求めて来たと取ってい  
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